
子供が欲しい。

・不妊治療は心・身体にも，経済的にも負担が大きい。
・仕事を辞めてしまうと不妊治療の費用や子育て（教育
費）に
経済的に影響がある可能性がある。

不妊や流産の確率の上昇は，女性の加齢だけでなく，男性の加齢
も関係しています。また，不妊や流産の原因は，加齢だけではない
こと（病気や服薬の影響，体質等），男女の両方に考えられること（不
妊=女性が原因ではない）をおさえた上で，だからこそライフプランニ
ングやそれに基づいた行動（早めの検査・治療，夫婦間での話合い
等）が大切であることを確認してください。

・不妊検査費助成 ・不妊治療費助成
・休暇制度 ・勤務形態の変更 等

回答サンプルと指導のポイントについて

子供を持つ，持たないという選択に正解はありま
せん。夫婦の価値観や考え方，置かれている状況
に基づき，お互いの考えを認め合って選択すべき
ものであること（他者の選択を評価しない）をおさえ
てください。

・具体的なイメージや計画を立てること。
・自分のライフプランの中で，課題や検討すべきことに
ついて調べる（知る）こと。

例）・自分の体調を優先に考え，不妊治療を続けるため
に，職場では時短勤務などを利用し，家庭では，
夫に家事を代わってもらえるよう話し合う。

ワークシート回答サンプル

不妊のリスクについて ⼦供を持つ，持たないの選択について

男女共に働いて得る収
入は減少傾向にある。

（夫婦どちらか一方の収入
のみで生活していくのは難
しくなってきている。）

グラフ読み取りポイント

子供を育てるためには，子供の年齢
に応じた支出がある。

（教育に関する費用だけでなく，生活
費・食費等も必要になる。）

グラフ読み取りポイント

A
さん

不妊の原因は男女の両
方に考えられる。

グラフ読み取りポイント

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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※紙面の都合上，人物に関する一部の情報のみを掲載していること，世界的な情勢の変化や，技術の革新などにより，
状況は変化していく可能性があることをお伝えください。



地方で子育てをしたい。

・移住により収入が下がる場合もある。
・家族で移住を希望する場合には，家族の生活や仕事
（働き方）についても検討する必要がある。

・移住を実行するためには，たくさんの検討すべき事項
がある。

・ファーストマイホーム応援事業
・広島暮らし ・ひろしま暮らしサポートセンター
・移住相談会/UターンIターン紹介イベント
・ひろしましごと館 等

・具体的なイメージや計画を立てること。
・自分のライフプランの中で，課題や検討すべきことに
ついて調べる（知る）こと。

夫婦や家族で，移住や転勤（転勤への帯同）をする場合，一方（本シナリオではBさん）の決
断に合わせ，家族も仕事や住む場所等の変更が必要となります。一方的に決定を伝えるだけ
でなく，家族でよく話し合い，計画を進めることが必要であることをおさえてください。

ワークシート回答サンプル

移住や転勤の決断について

移住して生活を始めるに当たり，
多様な課題がある。

グラフ読み取りポイント
移住は，住む場所が変わるだけでなく，転職

や仕事の仕方の変更を伴う場合が多いため，
収入が変化（減少）する場合もある。

グラフ読み取りポイント

B
さん

B B

B

B

B

例）・自分だけでなく，妻や子供たちと一緒に移住相
談会やイベントに参加して，住む場所や新しい生
活に関する希望を話し合う。話し合った結果を基
に，もう一度ライフプランや仕事について考える。
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グラフ読み取りポイント 男⼥共同参画視点からの注意点

※紙面の都合上，人物に関する一部の情報のみを掲載していること，世界的な情勢の変化や，技術の革新などにより，
状況は変化していく可能性があることをお伝えください。



ワークシート回答サンプル

介護は，女性の仕事ではなく，男女に関係なく，家族で分担する必要があることをおさえてください。

介護の役割分担について

転職をする場合には，専門知
識や経験等が求められる。（採用
時の評価の対象となる。）

グラフ読み取りポイント

学び直しのためには，
様々な方法がある。

グラフ読み取りポイント

C
さん

好きなことをしつつ，学び直しをして新しい仕事（介護
職）に就きたい。

・転職をする場合には，専門知識や経験等が求められ
る。
・学び直しには，学校に通うための時間や費用の確保
等の計画が必要。
・学び直しをするためには，（学ぶ内容に合わせて）学
び方を考える必要がある。

・ひろしましごと館
・正社員登用制度
・職業訓練受講給付金【求職者支援制度】 等

・具体的なイメージや計画を立てること。
・自分のライフプランの中で，課題や検討すべきこと
について調べる（知る）こと。

学び直しをするためには，様々
なハードルがあり，計画や情報
収集，周りの理解や協力等が必
要になる。

グラフ読み取りポイント

C C

C

C

C

例）・現在の仕事を続けながら，介護職や資格を取るた
めの学校についての情報を集める。少しでも経験
を増やすために，介護の仕事をしながら資格を取
ることができる職場や学校に行くようにする。
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回答サンプルと指導のポイントについて

※紙面の都合上，人物に関する一部の情報のみを掲載していること，世界的な情勢の変化や，技術の革新などにより，
状況は変化していく可能性があることをお伝えください。



ワークシート回答サンプル

女性に比べて男性は育児休
業を取得しづらい。

グラフ読み取りポイント

育児休業を取得するためには，よ
り職場の理解や協力が求められる。

グラフ読み取りポイント

D
さん

産前産後休業は女性のみが取ることのできる休業であるのに対し，育児休業は配偶者の有業・無業にかかわらず男
女共に取得することができます。
育児休業制度の利用の有無にかかわらず，家事や育児は，男女で協力し合って行うものであることをおさえてください。

育児休業の取得について

家事や育児に関わるために，育児休業の取得や
働き方の見直しをしたい。

・女性に比べて，男性は育児休業を取得することが難しい。
・育児休業を取得することによって収入が減る場合がある。
・男性が育児休業を取得するためには，より職場の理解を
得る必要がある。

・休業・休暇制度【育児休業，看護休暇，学校行事休暇】
・勤務形態の変更 ・イクちゃんネット
・子供向けイベント，父親向け交流会 等

・具体的なイメージや計画を立てること。
・自分のライフプランの中で，課題や検討すべきことに
ついて調べる（知る）こと。

D D

D

D

D

例）・育児休業の取得に向けて，自分が育児休業を取
得したり時短勤務をしたりしても，職場の人が困ら
ないよう，仕事の分担の仕方等を上司や同僚と
事前に話し合うようにする。
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グラフ読み取りポイント 男⼥共同参画視点からの注意点

※紙面の都合上，人物に関する一部の情報のみを掲載していること，世界的な情勢の変化や，技術の革新などにより，
状況は変化していく可能性があることをお伝えください。



ワークシート回答サンプル

外国人が日本で生活するた
めには，様々な課題がある。

グラフ読み取りポイント

起業のリスクだけでなく，どのよう
な企業が生き残れるのかを考えさせ
る。

グラフ読み取りポイント

E
さん

一方が日本国籍を有していない場合でも，両性の合意のもと婚姻関係を持つことができます。婚姻は，
国籍にかかわらず等しく与えられた権利であり，結婚後，夫婦は双方が平等に支え合っていく関係であることをお
さえてください。

外国⼈との結婚について

国際結婚をして，夫婦で起業したい。

・外国人が日本で生活するのは，容易なことではない
ので，様々な場面でのサポートが必要。

・起業をすることはできるが，会社を維持していくことは
難しい。

・外国人生活支援ポータルサイト ・AMDA国際医療情報センター
・広島外国人雇用サービスコーナー
・ひろしまスターターズ ・創業チャレンジ・ベンチャー支援事業
・創業支援等事業計画に係る創業セミナー
・ビジネスプランコンテスト 等

・具体的なイメージや計画を立てること。
・自分のライフプランの中で，課題や検討すべきことに
ついて調べる（知る）こと。

※「移住した外国人の苦労」に関するグラフについては，広島県の保有するデータには適したものがないため，横浜市のデータを
使用しています。

E E

E

E

E

例）・恋人には，事前に日本の情報やサポートセンター
の情報等を伝えておき，２人でどのように生活，
起業していくのか，具体的に計画を立てるように
する。
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回答サンプルと指導のポイントについて

※紙面の都合上，人物に関する一部の情報のみを掲載していること，世界的な情勢の変化や，技術の革新などにより，
状況は変化していく可能性があることをお伝えください。



ワークシート回答サンプル

母子家庭，父子家庭で，困り
ごとは異なる。

グラフ読み取りポイント

男性のひとり親の場合は，地域と
の交流や他者とのつながりを持つこ
とが難しい。

グラフ読み取りポイント

ひとり親家庭は，女性のひとり親と子供で構成される「母子」家庭が多い傾向にありますが，「父子」家庭もあること，
家庭の困りごとは，ひとり親家庭に限らず，家族の事情等により，様々であることをおさえてください。

ひとり親家庭について

地域と積極的に関わりながら子育てをしたい。

・相談相手がいない。
・地域と交流するためのきっかけを持つことが難しい。

・心配ごと相談所
・ひとり親家庭等日常生活支援事業
・ひとり親家庭のためのしおり 等

・具体的なイメージや計画を立てること。
・自分のライフプランの中で，課題や検討すべきことに
ついて調べる（知る）こと。

F F

F

F

F

例）・ひとり親家庭のしおりなどを活用して相談場所や制度を
利用するなど，一人で抱え込まずに行政などの力も借り
ながら子育てを続ける。また，地域情報も積極的に集め
行事に参加するなどして，親子共に身近に知り合いを増
やす。

F
さん
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グラフ読み取りポイント 男⼥共同参画視点からの注意点

※紙面の都合上，人物に関する一部の情報のみを掲載していること，世界的な情勢の変化や，技術の革新などにより，
状況は変化していく可能性があることをお伝えください。



G
さん

ワークシート回答サンプル

働き方を工夫するなどして，
長く働こうとする人が多い。

グラフ読み取りポイント

仕事の目的が変化するなど，より
充実した時間を過ごすことを目指し
た生き方を選択している。

グラフ読み取りポイント

高齢期になると，健康面や収入面，また，介護など，新たに考えるべきことは出てきますが，生活が変わるタイミングを
新たな機会ととらえることで，どのような世代であっても，常に新たな仕事や学び，活動の選択をすることができ，全ての
人が年齢に関係なく，自分の生き方を自分で選ぶことができることをおさえてください。

⾼齢期の⾃⽴した⽣活に向けて

いつまでも自立した生活を続けたい。

・退職後に仕事を見つけることができるか。
・自分に合ったボランティア等を見つけることができるか。
・健康を維持しながら生活することができるか。
・健康を損なったり，一人で生きていくことが難しくなった
時にサポートなどがあるか。

・広島市地域包括支援センター相談窓口
・ひろしましごと館（シニア・ミドル職業紹介コーナー）
・プラチナ大学 等

・具体的なイメージや計画を立てること。
・自分のライフプランの中で，課題や検討すべきことに
ついて調べる（知る）こと。

G G

G

G

G

例）・退職後に就きたい仕事や働き方について，退職前に
考え，ひろしましごと館に相談に行く。一人で暮らすこ
とが難しくなった時のことも想定して，受けられる支援
を探したり，住まいのリフォームなどをあらかじめ行っ
ておく。

働き方には，多くの選択肢がある。

グラフ読み取りポイント
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回答サンプルと指導のポイントについて

※紙面の都合上，人物に関する一部の情報のみを掲載していること，世界的な情勢の変化や，技術の革新などにより，
状況は変化していく可能性があることをお伝えください。


